
NanoDiscを用いたGPCRのリガンド結合解析
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図１ NanoDiscによる膜タンパク質の再構

図２ エンドセリン-エンドセリン受容体の結合解析例　

Biotin化エンドセリンをStreptavidinセンサーに固定し、NanoDisc化したエンドセリン受容体との
相互作用を測定した。エンドセリン受容体がエンドセリンに結合することを確認できた。
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NanoDiscは、不溶性の膜タンパク質をMembrane Scaffold Proteins（MSP）のベルトによって抱合し、リン
脂質二重膜構造を形成させることによって可溶化します（図1）。NanoDiscを利用することによって、膜タンパク質を
生体に近い状態で機能評価することが可能となります。
今回、G蛋白質共役型受容体（GPCR）であるヒトエンドセリン受容体（EDNRA)をカイコ‐バキュロウイルス発現系を
利用して調製し、NanoDiscに再構成し、リガンドであるエンドセリンの結合評価を行いました（図２）。
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